
平成29年12月12日 

国立研究開発法人 
宇宙航空研究開発機構 

宇宙探査イノベーションハブ 
ハブ長 國中 均 

「太陽系フロンティア開拓による人類の生存圏・活動領域拡大に向けた 

オープンイノベーションハブ」  
 

「JAXA 宇宙探査イノベーションハブ」が 
        目指すもの 
                                   



１９６９年７月２０日 
アポロ１１号 

１９７０年２月１１日 
おおすみ 

２０１６年 
NASA OSIRIS-REx計画 
（2,000kg, 1,000億円） 
 

２００３年 
はやぶさ 
（500kg, 200億円） 

４５年前、米国が人を月に送ってから半年遅れて 
日本はやっと２４ｋｇの人工衛星打ち上げにこぎ着けた。 
それほどの技術格差だった。 
 
２０１０年、日本は世界に先駆けて小惑星サンプルリターン技術を確立した。 
米国は新たにこの分野へ進出を目指しており、日本は初めて追われる立場になった。 
小惑星サンプルリターン技術の優位性を確実にしなけらばならない。 
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1. 宇宙開発の経緯 

２０１４年 
はやぶさ２ 
（600kg, 300億円） 

NASA 
NASA 

NASA 
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宇宙基本計画工程表 宇宙科学探査 



4 

宇宙基本計画工程表 有人宇宙活動 
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1. 国際宇宙探査シナリオ 
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有人宇宙船 
（米国NASA・露） 

大型有人ロケット 
（米国NASA・露） 

月近傍有人拠点 地球 

月極域 
水(推薬)探査ミッション 

(2022)(JAXA他) 

推薬生成プラント建設 
(2030～開始) 

月面与圧 
ローバ 

（JAXA他） 

月面離着陸機(JAXA他） 

月面科学探査 
(複数地点) 

【地球～月近傍間往復】 

【月近傍～月面間往復】 

【月面～月面間移動】 

月面拠点 

更に遠くへ 
(火星、小惑星等) 

(2035～) 

(推薬補給) 

有人月面着陸 
(2030)(JAXA他) 

深宇宙居住モジュール 
（JAXA他） 

電力・推進モジュール
（米国NASA） 

深宇宙補給船 
（JAXA他） 
 

参考 
◆現在検討されている日本としての宇宙探査の方向性を踏まえつつ、 JAXAとしても、我が国が優位性を
発揮できる技術や波及効果が大きく今後伸ばしていくべき技術の実証等の面で貢献していく 
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宇宙探査イノベーションハブ ～ 取組み ～ 

①自動車、航空機
（ドローン）分野の
電化技術 
 
②遠隔化・自動化
された建設技術 
 
③新たなプロセス
による建築資材製
造技術 

事業化は企業が担当 

FY27から、59社、31大学
研究機関が参加中！ 

宇宙実証はJAXAが担当 

事業化事例 

①移動型探査ロ
ボットのアクチュ
エータ 

 
②月面・火星基地
の遠隔施工 

 
③月面・火星基地
用資材を現地で
製造するシステム 

宇宙探査事例 

宇宙探査シナ
リオ・ミッション

の実現 

社会課題の解決 
産業競争力向上 

参加者の拡大 



探査ハブによるシステム改革のコンセプト 

 効率良く短期間で多様な宇宙を広く、深くとらえる挑戦的な探査を実現す
るために、設計思想（集中から自律分散協調）の変革と技術開発の出口
戦略の転換（宇宙探査技術と地上産業への波及を同時に）を行う。 

 

 ２０年先の宇宙探査の中で、民間企業を含めた多種多様なプレーヤーが
月の利用に参画する姿を描き、技術革新を狙う。 

 

 利用ニーズを取り入れるため、RFI(情報提供要請),RFP(研究課題募集)の
制度設計により、研究課題の設定の段階から民間企業等も巻き込んで
オープンイノベーション型の探査研究を進める （従来はJAXAのニーズに
基づく発注型）。 

従来 

 

研究 
 

ＪＡＸＡ 

探査ハブ 

ＪＡＸＡ
（発注） 

宇宙産業
への移転 

ユーザ 
  民間 
  大学 
  他機関 

共同開発 

地上応用 

ＪＡＸＡ ＋ 新規事業化 
ベンチャー起業 
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 探査研究のあり方を変える！（発注型から参画型へ） 

 

開発 
 

 

利用 
 



ハブ構想・運営戦略の実現状況 

 発注型から、研究課題の設定の段階から民間企業等のニーズを取り込む参画型へ 
 

 →非宇宙産業のニーズの把握とテーマの掘り起こしのため、研究課題の設定段階からRFI
（情報提供要請）、RFP（研究課題募集）の２段階方式を新たに設定 

 RFI：１８９件、共同研究課題：５４件 
 
 →研究課題の選定、推進にあたっては、民間企業コンサルタント等の諮問委員、外部有識

者の意見を活動に反映 
 

 将来の宇宙探査と、地上での社会実装、イノベーション創出の両方を目指す 
 

 →JAXAのプロジェクト推進力を活かし、宇宙と地上の共通の研究課題を解決する研究開
発に取り組む 

 →民間企業の参画を促すようなクロスアポイントメント制度、イノベーションハブ特有の知財
制度の確立 

 

 人材糾合、異分野融合によるオープンイノベーションの実現 
  
 →異分野の人材・知を糾合するための制度として、クロスアポイントメント制度を創設し、宇

宙関連企業でない民間の第一人者の参画を促進 
 →RFIの段階やRFP時に複数のテーマの融合を図り、最適な研究開発体制を構築 
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参加機関数 

企業（非宇宙） 50機関 大学等（非宇宙） ３２機関 企業（宇宙） 8機関 

・鹿島建設(株)やソニー（株）等の大企業かつ研究分
野の先端を走る企業が参加。 

・大企業だけでなく(株)ispace、マイクロ波化学(株) 、
Spiber(株)等のベンチャー企業が参加。 

・当初設定した3領域だけでなく、共通技術や宇宙農
業など、対象分野を拡大し、参加者を拡大している。 

・日本全国の企業・大学等の参加があり、AllJapanの
連携体制を構築。 

共同研究 実施機関分布 
 

複数の課題にまたがる企業等
は1社でカウント 

研究分野 課題数 参加機関数 

広域未踏峰型 18件 35機関 

自動自律型 10件 21機関 

地産・地消型 9件 24機関 

宇宙農業  5件 11機関 

共通技術 12件 25機関 

非宇宙機関との共同
研究が９割を超す 

 非宇宙分野の機関を中心に、業界の先端を走る大企業からベンチャーまで様々
な分野のプレイヤーの参画を促し、オープンイノベーションの土台を構築がすすん
でいる。 

他機関との連携関係の構築状況 

10 
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探査ハブ参加企業・大学等一覧（FY２７～２９） 

新明和工業㈱ ㈱安川電機 ㈱明治ゴム化成 鹿島建設㈱ エクストコム㈱ 並木精密宝石㈱ 

日東製網㈱ 東急建設㈱ 三菱マテリアル㈱ ㈱大林組 ㈱タグチ工業 ㈱東洋技術工業 

中国工業㈱ 日立造船㈱ キリン㈱ ソニー㈱ モルタルマジック㈱ ジャパンホームシールド㈱ 

㈱LIXIL ㈱タカラトミー THK㈱ ㈱竹中工務店 神栄テクノロジー ㈱ マイクロ波化学㈱ 

㈱竹中土木 ヒロセ・ユニエンス㈱ 日東精工㈱ 日特建設㈱ ㈱ロータスマテリアル研究所 ㈱名城ナノカーボン 

酒井重工業㈱ 清水建設㈱ トピー工業㈱ 
㈱ミサワホーム
総合研究所 

㈱イチカワ ペクセル・テクノロジーズ㈱ 

ヤンマー㈱ リコー㈱ ミサワホーム㈱ 
パナソニック㈱ 
エコソリューションズ 

紀州技研工業㈱ ㈱アイヴィス 

産業技術総合研究所 大分大学 玉川大学 中央大学 ㈱ビュープラス ㈱コンセプト 

茨城大学 静岡大学 日本文理大学 東京農工大学 ㈱モルフォ Spiber㈱ 

芝浦工業大学 京都大学 電気通信大学 山口大学 ケニックス㈱ ㈱翔栄 

電気通信大学 東京農工大学 北海道大学 東京大学 ㈱光電製作所 プログレス・テクノロジーズ㈱ 

九州工業大学 東北大学 会津大学 東京工業大学 

立命館大学 九州大学 福井大学 桐蔭横浜大学 

大阪府立大学 名古屋大学 信州大学 東京理科大学 

兵庫県立大学 日本大学 千葉大学 浜松ホトニクス㈱ ㈱センテンシア ㈱ispace 

若狭湾エネルギー研
究センタ 

㈱IHI ㈱IHIエアロスペース 千代田化工建設㈱ 有人宇宙システム㈱ 
㈲オービタル 
エンジニアリング 

中小ベンチャー26社 

非
宇
宙
50 
社 

大
学
公
的
機
関
32
機
関 

宇宙実績有８社 

（参考１）他機関との連携関係の構築状況 



 オープンイノベーション型の研究システムを全社的に展開する。 

探査ハブ 

JAXA全体 

 宇宙探査イノベーションハブ事業の全体ロードマップ 

ロードマップ 
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探る    
• 昆虫型ロボットによる広域探査 
• 小さくてもパワーの出せるモータ 
• 僅かな水を検知するセンサー 

建てる   
• 自動化・遠隔操作による無人建設 
• 軽くて大きな建設機械 

住む   
• 再生可能な燃料電池 
• 燃料保存断熱タンク 
• 植物生産 
• 放射線防御 

作る    
• 水を使わないコンクリート 
• 砂からの資源抽出（水や鉱物） 

住む 

建て
る 

作る 
探る 

宇宙探査イノベーションハブが取り組む課題イメージ 
 日本が得意とする技術を発展 
 将来の宇宙探査に応用 
 地上の産業競争力も向上 

13 
宇宙利用の拡大と社会実装、事業化のそれぞれで具体的な成果が出てきている。 



（１）長距離空間光通信を実現する光ディスク技術を応用した 
   光通信モジュールに関する研究  （ソニー㈱） 

 ソニーの光ピックアップ技術を元に、衛星低軌道システムを地上のインターネットシ   
ステムと統合した情報通信サービスを目指し、4500km 程度の距離を数10Mbps の   
通信速度で接続する1kg 程度の重量と光出力が数W程度の光通信モジュールの実現。 

 BBM（ブレッドボードモデル）の開発を計画通りに進めることができ、現在はEM（エンジニ
アリングモデル）の開発中。 

 

受光部 
送信部 

試作送信系 
3軸小型精密光軸制御
アクチュエータを搭載 

研究成果 

光通信の優位性 
◯周波数の拡大 
◯伝送量増大 
◯遠距離通信 
◯守秘性 

CDプレーヤーの部品 
レーザー光ピックアップ 
（距離１ｍｍの光通信） 

14 

探る 



 日本が世界シェアNo.1である船舶に搭載される商用マリンレーダーの送信波を、    
従来のマグネトロンではなく、半導体アンプで生成するXバンドレーダを開発する。 

 マグネトロン：送信波不安定（スプリアス多）、短寿命（１千時間）、廉価（製造価格１万円） 
 半導体アンプ：送信波安定（電波資源の有効利用）、長寿命（１万時間）、高価（１０万円） 

 JAXAのアンテナ送信機の技術を使い、半導体アンプの低価格化・大量生産化を目指す 
 現在当初目標の２合成器100Wアンプまで開発済み。更なる低コスト化、高出力化、４合

成器を用いた400Wアンプを目指す。 
 

15 

JAXAの知見・経験 

民 
間 
転 
用 

（２）固体化マリンレーダーの開発 （㈱光電製作所、㈱東洋技術工業） 

15 

探る 



 JAXAが持つCFRPの技術を応用させて、将来の宇宙探査に必要な軽量化した  
超軽量化建設機械アタッチメントの開発 

 軽量金属製アーム製作において『曲げ加工不要』『溶接不要』と新たな製法を確立 
 『サイクルタイムの減少』『掘削土量の増加』『生産性の向上』『吊り能力の向上』と

アーム軽量化による油圧ショベルの性能向上が定量的に確認 
 都市部などスペースが限られ高層化が進む建設・解体現場で小回りの利く軽量な

建機として作業性向上を期待 
 
 

（３）超軽量建機アタッチメントおよびブーム等の開発（㈱タグチ工業） 
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建てる 

掘削 排土 

アームを油圧ショベル
へ取り付けた状態で
各種評価試験を実施 

吊り能力試験 

燃費試験 サイクルタイム試験 

掘削土量試験 

複合材製アーム・ブーム 
油圧ショベル取付状態（実物） 

◆ 軽量アーム評価試験 



 高低温や真空環境で動作可能、かつ高エネルギー密度を有する全固体リチウム 
イオン二次電池の開発を行う。 

 研究成果サマリ 
 (1) 厳しい高温・低温環境に耐える蓄電池の実現 
 (2) 高容量化：中間目標である2Ah級パッケージ電池を達成  
 (3) 試作電池の各種評価試験 
 5Ah級の実現により、超小型衛星用のバッテリの使用温度範囲を格段に広げること

ができ、保管時、軌道上運用時とも衛星の運用性の向上に貢献 
 

（４）全固体リチウムイオン二次電池の開発 （日立造船(株)） 
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建て
る 

150mAh 

2Ah級 
↑ 
現在 

中間目標である2Ah級パッケージ電池を達成 

積層方法の改良等により5Ah級電池製作を目指す 



（５）次世代アクチュエータの研究開発 
（新明和工業㈱ほか／エクストコム㈱／㈱安川電機／㈱明治ゴム化成ほか／並木精密宝石㈱） 

世界最高性能のアクチュエータ（大型･小型）の開発を行う 
採択テーマ 
１）世界最高性能の電磁モータの開発 
 ・高効率小型モータ(50w/25g)の開発 
 ・防水・防塵(1kw/400g)高出力モータの開発 
 ・高トルク（110Nm/1kg）駆動システムの開発 
２）センサシステムの開発 
 ・絶対位置センサ(φ20mm分解能524288)の開発 
３）流体系スマートアクチュエータシステムの開発 
 ・McKibben型人工筋肉の３倍以上の収縮力 

宇宙応用 
1．火星飛行機，ドローン 
2．ローバ 
3．投てき装置 
4．二軸ジンバル 
 
地上応用 
1．発電機や風/水車 
2．ドローン，ロボット 
3. 介護福祉機器 
 （パワースーツ，車いす） 

超小型絶対角度センサ 
製品外形   □20mm 
                厚さ7.5mm 
分解能  1048576 

【防塵防水モータ 
 １次試作品】 
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建て
る 

探る 
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探る    
• 昆虫型ロボットによる広域探査 
• 小さくてもパワーの出せるモータ 
• 僅かな水を検知するセンサー 

建てる   
• 自動化・遠隔操作による無人建設 
• 軽くて大きな建設機械 

住む   
• 再生可能な燃料電池 
• 燃料保存断熱タンク 
• 植物生産 
• 放射線防御 

作る    
• 水を使わないコンクリート 
• 砂からの資源抽出（水や鉱物） 

住む 

建て
る 

作る 
探る 

宇宙探査イノベーションハブが取り組む課題イメージ 
 日本が得意とする技術を発展 
 将来の宇宙探査に応用 
 地上の産業競争力も向上 
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課題例① 『広域未踏峰』探査技術 

 目的 
単体ではなく複数の小型探査機により、機能の分散協調を行なうことで、未
踏峰地点の広範囲で密度の濃いチャレンジングな探査を実現し、探査手法
に革新を起こす。 

 チャレンジする課題 
昆虫型探査機から小型軽量な探査機の開発と分散協調するための自己組
織化メカニズムを構築する。 

 アプローチ 
バイオミクス工学やインフレータブルに基づく設計、昆虫や動物の群知能・
群行動に関する知見をもとに分散協調型探査システムを創出する。 

インフレータブル 
エアロシェル 

パラフォリル型探査機 

マルチランダによる協調探査のイメージ図 

 分散協調探査システムの研究 探る 
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課題例② 『自動・自律型』探査技術 

 目的 
地球からの指令型探査から脱却する『自動・自律型』探査技術を獲得し、将
来月面に構築される有人探査拠点の自動建設に繋げる。 

 チャレンジする課題 
世界トップクラスである我国の建設技術や自動車技術を大型軽量化・宇宙
仕様化することで、宇宙技術に革新を起こす。 

 アプローチ 
月面などの宇宙空間における自動・自律型探査技術の研究開発をゼロベー
スでスタートするのではなく、地上で既に実現されている無人化や自動化の
技術をベースとし、それらを宇宙技術に昇華させる部分（重量、消費電力、耐
環境などのクリア）に重点的に取り組む。まず模擬フィールドやアナログサイ
トで技術実証を行い、最終的には宇宙実証を目指す。 

 
 

大型軽量化 
宇宙仕様化 

無人ダンプトラック運行 
（コマツ ホームページより） 

情報化施工 
（日立建機ホームページより） 

自動運転 
（トヨタ ホームページより） 

建て
る 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRw&url=http://www.komatsu.com/CompanyInfo/csr/environment/2013/pr-07.html&ei=_e2YVcz6JM798AXE_bK4CA&bvm=bv.96952980,d.dGc&psig=AFQjCNEpJxFq7lxKcpOIsWdwg1DtztwhYA&ust=1436172148535723
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRw&url=http://www.hitachi-kenki.co.jp/service_support/support/ict/&ei=l--YVaGqMNPq8AX8ureIBg&bvm=bv.96952980,d.dGc&psig=AFQjCNFSEfClnQgCgugVTBf7DadJtYEdPA&ust=1436172562217628
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRw&url=http://www2.toyota.co.jp/jp/news/13/10/nt13_057.html&ei=efGYVc_fEoni8gXmoJaYBQ&bvm=bv.96952980,d.dGc&psig=AFQjCNENC8qdU9bTk0GxXGN3zY8ZWdgf7Q&ust=1436173031459962
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課題例③  『地産地消型』探査技術 

 目的 
 「すべて運ぶ」から「現地で調達する」 「再利用する」というパラダイム転換
により、従来に比べ輸送効率の高い持続可能な探査を可能とする。 

 
 
 
 
 チャレンジする課題 

日本が得意とする省エネルギー、リユース・リサイクル技術、資源精製技術
等を応用し、必要な物資を効率的かつ無人で生産できるシステムを構築す
る。 

 アプローチ 
まずアナログサイトでの地上実証、次に世界初の宇宙実証を目指す。 

アポロ 現地調達：なし、再利用：なし ISS 現地調達：電力、再利用：一部 今後 現地調達：あり、再利用：あり 

月の表土（レゴリス） 

化学・物理プラント技術 
レゴリスハンドリング技術 
エネルギー・物質供給 
システム技術 

ブロック 燃料（酸素） 

金属 水、水素、窒素 

©NASA 

作る 住む 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:ISS_ULF3_STS-129.jpg
https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/5/52/JSC-1A_lunar_simulant.agr.jpg
https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/5/5d/Aluminium-4.jpg


システム 
技術 

小型高精度
確度センサ
レゾルバ ３Dカメラ 

軽量化建機ア
タッチメント・

ブーム 

月面地盤 
掘削・調査 

遠隔施工シ
ステム 

流体系ス
マートアク
チュエータ 

再生可能な
燃料電池 

小型高効率ア
クチュエータ 

軽量化建機
システム 

締固め 

無人化施
工・建築 

昆虫型小型
ロボット 

小型ロボット
制御技術 

統合アルゴリズ
ム・システム 

探る 建てる 

作る 住む 

不具合自動
検知 

電力供給・伝
送技術 

自動掘削シミュ
レーション 

大型構造
物輸送 

探査ローバ 

軽量断熱材
料 

衝撃吸収金
属材料 スマート施

工管理 
機器と土壌
の相互作用 

資源運搬
システム 

水平安定
設置技術 

鉱物検地 

軽量掘削シス
テム 

化学処理プ
ロセス 

水・酸素・金属
等の生産 

自己位置推
定地図生成 

建築資材生
産技術 

凍結乾燥技術
（水抽出） 

土砂、火
山灰形成 

小型微量水
分計 

水氷センシ
ング技術 

環境認識移
動技術 

不正地自律走
行ロボット 

固体リチウム
イオン電池 

CO2資源
化技術 

燃料電池用
高圧タンク 

固体化マリ
ンレーダ 

光通信モ
ジュール 

距離計測セン
サ（LIDAR) 

全方向移動
クローラー 

人機械の協調
作業最適化 

部品・材料製
造（3Dプリンタ

等） 

施工環境認
識モニタ 

小型インフラモニ
タシステム 

水・酸素生
産システム 燃料再生産

システム 

資源利用プ
ロセス技術 

水素・酸素ハン
ドリング 

スマートハウ
ス建築 

貯蔵技術 

送受電源
設備 

地図作成・ｖ
SLAM 

無線通信・
画像伝送 

部品リサイ
クル 

要素技術 

要素技術 

小型通信機 

有機物リサ
イクル 

植物栽培シス
テム 

閉鎖系環境
循環技術 

センサシス
テム 

着陸機 

リモートセンシ
ング 

材料資源リ
サイクル 

ECLSS 
/CELSS 

原子力電源 

環境探査シ
ステム 

次世代太陽電
池デバイス 

放射線検出
デバイス 

多目的軽量建機 
 

無人・遠隔施工 
 

拠点建設 
 

居住モジュール 
 電源・電池 

・通信 
 

水素・ 
酸素処理 

資源リサイクル 
 

植物工場 
 

資源材料抽出・製造 
 

サンプル採取 
・ 分析 
 

着陸機 
 

探査ローバ 
 

環境探査 
システム 
 

水氷センサ 
 

赤枠が今年度の追加 
青四角が既採択、水色四角が未着手 
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宇宙探査技術のポートフォリオ 



•自動化・遠隔操作による無人建設 
•軽くて大きな建設機械 

•水を使わないコンク
リート 

•砂からの資源抽出（水
や鉱物） 

•昆虫型ロボットによる広域探査 
•小さくてもパワーの出せるモータ 
•僅かな水を検知するセンサー 

自動施工技術 災害用ロボット 

日本が得意とする地上の最先端技術の応用 地上の産業競争力向上 

（C） 東急建設 
（C）鹿島建設 

建機の遠隔操作 

•再生可能な燃料電池 
•燃料保存断熱タンク 
•植物生産 
•放射線防御 

現地生産資材 

ポートフォリオによる分析、未着手の技術分野をターゲットに 
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宇宙探査イノベーションハブが取り組む課題イメージ 

建て
る 

住む 

作る 
探る 



イベント名 参加者数 

平成27年度 7月 
第1回宇宙探査オープンイノベーションフォーラム                           
(神戸、福岡、東京で開催)   

358 

7月 JAXA相模原キャンパス特別公開2015 1万人 

  9月 課題設定ワークショップ (東京) 120 

  3月 JAXA未来共創セミナー (東京)   

    第2回宇宙探査オープンイノベーションフォーラム (東京) 145 

平成28年度 6月 第3回宇宙探査オープンイノベーションフォーラム (横浜) 90 

  7月 JAXA シンポジウム 2016 (東京) 313 

7月 JAXA相模原キャンパス特別公開2016 1万人 

  10月 宇宙探査イノベーションフォーラム（大阪)  50 

  1月 平成28年度課題設定ワークショップ (東京) 180 

平成29年度 

4月 JAXA調布航空宇宙センター公開2017 数千人 

7月 JAXA相模原キャンパス特別公開2017 1万人 

9月 JAXA シンポジウム 2017 (東京) 557 

7月 JAXA筑波宇宙センター一般公開2017 1万人 

10月 SPACE MEETS YOKOHAMA～きぼう、その先へ～ 5000 

12月 
宇宙探査オープンイノベーションフォーラム (東京／大
阪）予定 

--- 

第1回宇宙探査オープンイ
ノベーションフォーラム 
（2015年7月東京会場） 

ハッカソン（2016年12月開催） 

イベント名 

平成27年度 アイデアソン (東京) 小学生向け 

平成28年度 
アイデアソン (相模原) 小学生向け 
アイデアソン (東京) 大学生・社会人向け 

  
三菱東京UFJ銀行JAXA相談会 (東京) 

平成29年度 
アイデアソン (相模原) 小学生向け 
アイデアソン (東京予定) 社会人向け 

  三菱東京UFJ銀行JAXA相談会 (東京予定) 

  事業概要の出版／将来予想図のHP公開 

その他のアウト 
リーチ活動 
 イベント 7件 
  成果集1件 

イベント名 

平成27年度 JSTフェア2015／サイエンスアゴラ 2件 

平成28年度 
第60回宇宙科学技術連合講演会（函館）／第16回建設ロボットシンポジウ
ム 土木学会等 
学会における事業紹介 5件 

  SpaceCom 2016 (米ヒューストン) 

  JSTフェア2016／イノベーションハブ構築支援事業シンポジウム  2件 

  イベント・事業説明会 4件 

平成29年度 

第31回宇宙技術および科学の国際シンポジウム (愛媛)／第60回宇宙科
学技術連合講演会（新潟予定）等 学会における事業紹介 

JSTフェア2017 

SpaceCom 201 (米) 予定 

イベント・事業説明会（森精機セミナーなど）  

主なJAXA主催イベント 19件 

参加したイベント・学会 19件 

Space Com 2016(9
月米ヒューストン） 

平成28年度の成果をまとめた探査ハブ事業概要 

アウトリーチ活動を積極的に進めています。 

アウトリーチ活動の紹介 
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第1回RFP採択機関 
鹿島建設株式会社による新聞一面広告； 
日経新聞、読売新聞、毎日新聞、産経新聞、朝日新聞にて掲載 
 
 
鹿島建設(株)が実験フィールド（小田原）を開所JAXA
との共同研究における自動化施工を活用した遠隔施工実験
を実施する予定。 

鹿島建設による新聞一面広告 

“次の現場は、宇宙です。" 

26 西湘実験フィールド 

「第５６回ビジネス広告大賞」受賞 
（主催・フジサンケイビジネスアイ） 

アウトリーチ活動の紹介 

 



第2回国際宇宙探査フォーラム（ISEF2）への貢献 

第2回国際宇宙探査フォーラム（2018年3月3日、東京） 

 国際宇宙探査の在り方について40か国以上の閣僚級が議論する会合。 

【宇宙探査イノベーションハブの貢献】 
 

 国際宇宙探査に関する政府レベルの議論において、探
査ハブ参加企業（非宇宙業界やベンチャー）を紹介。 
• 鹿島建設、タカラトミー、ソニー、ispace社など 

 

 ISEF２の2つのサイドイベント（次世代を担う若手を対象と
した「Y-ISEF」と、産業界を対象とした「I-ISEF」）の企画支援
(右図） 
• 探査ハブ諮問委員であるウィリアム齋藤氏、冨山氏

の協力取り付け 
• 探査ハブ参加企業への協力取り付け 

 

 JAXA新事業促進部と共同によるNature誌でのISEF2に合
わせた宇宙探査における日本企業の特集記事を企画中。   

アウトリーチ活動の紹介 

27 



       協同研究に参画してもらいやすいシステム                                                   
 ～ 開かれた実験実証の場 宇宙探査実験棟 ～                                                                                                                                        

月惑星表面を模擬した広大な屋内実験場    
を保有する『宇宙探査実験棟』 

屋内実験場『宇宙探査フィールド』は砂礫や岩などに
よって起伏のある月惑星の表面地形を模擬している。 

実スケールの探査ロボットや着陸機を用いた探査活
動の一連の性能・機能確認や運用試験等を行う。 

28 



人,技術,学術,教育,組織,事業,行政 
すべてを総動員して、工夫して初め
てイノベーションが成就。 

 イオンエンジンを主推進として駆る「はやぶさ」は、世界で初めて地球～小
惑星往復探査に成功しました。米欧露と比べ宇宙技術の劣勢を独自の工夫と努
力で挽回して、新領域を創生するGame Change（現状を打破し、根本的にもの
ごとを変えること）の好例でしょう。 
 この方式を応用し、みなさんと一緒に技術研究開発と産業化を行い、宇宙と
地上の双方にイノベーションを巻き起こしましょう。 
     宇宙探査イノベーションハブ 
     國中 均 
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